
８月２４日（土）に PTAの除草作業を行っていただき、「気持ちよく夏休み明けの学校生活を

送ることができます。」と話をしていた矢先でした。「天災は忘れたころにやってくる」と名言

（寺田虎彦氏の言葉）があります。９月１日は、「防災の日で」でもあり、立春から数えて「二

百十日」でもあります。毎年のように大雨に見舞われている中に災害を忘れたわけではないの

ですが、まさかこんなことに、ここまでになるとは思いもしなかった・・・。

《お見舞い申し上げます 中学生でもできることを》
被災された皆様には、衷心よりお見舞い申し上げます。２９日に車で巡回し、３０日に歩い

て巡回し、これはとんでもない事態になっていると思いました。学校としても何かできること

はないかと生徒会とも相談して３０日（金）に希望者を募り、３１日（土）にボランティア活

動を行いました。全校集会でボランティアを募る時に話した東日本大震災で被災したある中学

生の言葉「中学生でも自分にできることをすれば力になれると思います。早く皆さんが笑顔に

なってほしい。」この言葉を受けて感じてくれた生徒もいたのかなと嬉しく思いました。

朝日小学校のグラウンド周囲の外側のフェンスと溝に溜まっていた木切れや草、流木、汚泥

の除去作業を２時間程度行い、朝日小から武雄中への帰路においては道路端に散乱しているご

み類を拾って帰校したところでした。中学生でもできることもあることをそれぞれに実感して

くれたのではないかと思いますし、少しはお役にたったかなと思います。ボランティアに参加

してくれた生徒のみなさんありがとうございます。また、参加を後押ししていただいた保護者

の皆様感謝申し上げます。
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